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■終着点ではなく、きっかけに
四日市公害と環境未来館の開館前から『四日市再生「公
害市民塾」』で活動し、市に公害資料館の開設を要望し
てきたこともあって、開館のときに解説員になりました。
今は語り部としても活動しています。
公害が一番ひどかった時代を知っている人は減ってき

ています。同じことを繰り返さないためにも、実際に何が
あったのかをちゃんと学んでい
ただければと思います。展示を
見て終わるのではなく、ここを
きっかけとして、磯津などの現
地も訪れて、過去に思いを馳

は

せ、
未来への教訓としてください。

■よりグローバルな環境対策を
四日市公害については以前から関心を持っていました
が、解説員になった一番のきっかけは、四日市大学の社
会人学生として「公害論」を受
講したことです。訪れた人に公
害について分かってもらえたと
きや、「ありがとう」と言って
もらえたときに、やりがいを感
じます。

今は中国などの大気汚染も気になりますね。ＰＭ2.5
や窒素酸化物など、国内だけでは終わらない問題も多い
ので、グローバルな対策が求められる時代になったと思
います。

■「ぜん息の苦しさ」伝える　使命に
公害当時、一人で戦っていたという澤井余志郎さん（故
人）の人柄に惹

ひ

かれて活動を始めました。澤井さんから
は「ぜん息の苦しさを伝えてほしい」と言われています
ので、解説のときはそのことを
忘れず伝えるように心掛けてい
ます。
四日市公害は、時代を知る

「縁
よすが

」です。四日市公害を昔の
こととして片付けてしまってい
る人にこそ、この館を訪ねてもらいたいです。そして、
ぜひ、私たち解説員に声を掛けてください。

→

四日市公害と環境未来館の常設展示室では、土日を中心に解説員（市民ボラン
ティア）が活躍されています。四日市公害の歴史や教訓を未来へ伝えようと活
動されている解説員の皆さんにお話を伺いました。（左から松平信子さん、伊
藤三男さん、齊藤宗雄さん）

四日市公害と環境未来館　解説員

Vol.65

老若男女、各分野で活躍するさま
ざまな「四日市人」を取材して、
その人の言葉で四日市の魅力な
どをお伝えするコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」
でも紹介します。
　日時：７月１日～31日
　月水金日　９：30・20：30
　火木土　  12：30・20：30
■ＣＴＹ－ＦＭで毎月第２・第４日
曜日放送の「よっかいちわいわ
い人探訪！」でも紹介します。
　日時：７月８日・22日
　　　　８：54・14：54　

あなたも解説員になりませんか
伊藤さん、松平さん、齊藤さんのように、解説員のボラ

ンティアをしていただける人を募集しています。活動には、
養成講座の受講が必要です。
詳しくは、四日市公害と環境未来館（☎354－8065）へ

お問い合わせください。

【スマホをかざそう】
それぞれの個人の写真に
スマホをかざすと動画が
見られます。見方は裏表
紙をご覧ください。


